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栃
木
利
夫
先
生
は
一
九
七
八
年
に
法
政
大
学
第
一
教
養
部
に
着
任
さ
れ
、
二
○
○
一
一
一
年
に
学
内
改
組
に
伴
い
文
学
部
史
学
科
に
移
ら
れ
、
今
Ⅱ
に
及
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
び
に
と
し
て
ご
健
康
化
の
川
川
で
、
こ
の
一
二
Ⅱ
一
杯
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
三
一
年
の
間
、
教
え
を
受
け
、
ま
た
何
労
の
仲
間
と
し
て
助
〃
を
受
け
た
骨
が
多
数
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
、
ご
く
限
ら
れ
た
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
先
生
の
お
人
柄
と
ご
業
績
の
一
端
を
語
る
文
を
集
め
、
こ
こ
に
掲
載
し
て
、
先
生
の
長
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
ま
た
感
謝
の
意
を
衣
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
今
後
も
暫
く
は
兼
任
教
員
の
お
立
場
で
学
生
、
院
生
の
ご
指
導
に
判
た
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
脳
か
な
、
然
環
境
の
も
と
で
健
康
を
保
た
れ
、
と
か
く
制
約
の
多
い
立
場
を
離
れ
て
、
史
学
科
、
法
政
史
学
会
の
柄
動
の
中
で
私
ど
も
の
気
付
か
な
い
点
を
お
教
え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
噸
い
い
た
し
ま
す
。
法
政
史
学
第
七
十
一
号栃
木
利
夫
先
生
を
送
る
栃
木
利
夫
教
授
の
履
歴
と
業
績
【略年諦］
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
五
川
六
Ⅱ
群
馬
県
に
誕
生
。
一
九
四
九
（
昭
和
二
卜
阿
）
年
四
月
前
橋
市
立
城
南
小
学
校
入
学
。
一
九
パ
バ
（
昭
和
三
十
）
年
三
月
前
橋
市
立
桃
井
小
学
校
卒
業
。
一几八八（昭和一一一十一一一）年
三
川
前
橋
巾
立
第
一
中
学
校
卒
業
。
一九六一（昭和一一一十六）年
三
Ⅱ
群
馬
県
立
前
橋
伽
等
学
校
卒
業
。
一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
三
Ⅱ
東
京
教
育
大
学
文
学
部
史
学
科
東
洋
史
学
専
攻
卒
業
。
東
京
教
育
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
東
洋
史
学
専
攻
ｑ
ｊ
ｌ
１
修士課程入学。
’
九
六
八
（
昭
和
川
十
三
）
年
○
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三
月
東
京
教
育
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
東
洋
史
学
専
攻
修士課程修了（文学修士）。
修
士
論
文
「
中
国
近
代
の
農
民
闘
争
に
関
す
る
若
干
の
考
察
ｌ
臓
東
省
中
山
県
沙
川
地
帯
ｌ
」
．
’
九
七
○
（
昭
和
四
十
五
）
年
三
月
長崎造船大学工学部（教養）専任助手。
’
九
七
一
（
昭
和
Ⅲ
十
六
）
年
匹
月
長崎造船大学工学部（教養）市寸任講師。
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
二
年
栃
木
利
夫
先
生
を
送
る
【主要著作目録］
’
九
七
○
年
「
商
団
事
件
敗
北
の
歴
史
的
意
義
’
一
九
二
四
年
広
東
に
お
四
月
長
崎
造
船
大
学
工
学
部
（
教
養
）
助
教
授
。
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
四
月
法
政
大
学
第
一
教
養
部
専
任
助
教
授
。
一九八五（昭和六十）年
四
月
法政大学第一教養部教授（人文研究室）（東洋
史日中関係史）。
一○○三（平成十五）年
四
月
法政大学文学部教授（史学科・東洋史）。
一○○五（平成十七）年
四
月
～
翌
年
三
月
国
内
研
修
。
【学会活動］
歴史科学協議会会員（常任委員、『歴史評論」編集委員歴任）。
法
政
大
学
史
学
会
会
員
。
歴史学研究会会風。
歴
史
教
育
者
協
議
会
会
員
。
日本現代中国学会会員。
そ
の
他
［出講大学］
埼
玉
大
学
・
東
北
師
範
大
学
（
中
国
・
長
春
）
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ける革命と反革命ｌ」（『長崎造船大学研究報告』’
’
二
一
九
七
四
年
「
国
民
革
命
期
の
広
東
政
府
ｌ
第
三
次
広
東
節
政
府
期
の
国
民運動」（「中国国民革命史の研究』第一章、青木書
店）「辛
亥
革
命
と
鈴
木
天
眼
’
一
人
の
対
外
硬
論
者
の
対
応
ｌ
」
（『歴史評論』二九五）
一
九
七
五
年
「
ア
ジ
ア
民
族
大
会
の
検
討
’
一
九
二
六
年
八
月
ｌ
」
『
中
川
研究』六五）
一
九
七
六
年
「
日
本
近
・
現
代
と
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
」
（
『
広
島
・
長
崎
三○年の証一一一一口」下、未来社）
一九七八年「長崎の研究者と反原爆の営為」（「歴史評論』三二六）
一
九
七
八
年
「
中
国
国
民
革
命
と
政
権
ｌ
広
東
川
民
政
府
と
民
間
ｌ
」
（
野
沢
豊
・
田
中
正
俊
編
『
識
座
中
国
近
現
代
史
第
五
巻
中
国
革
命
の
展
開
』
第
三
章
、
東
京
大
学
出
版
会
）
一九八二年『中国現代史』（法政大学通信教育部テキスト）
一九八三年「中国における国民革命史の研究ｌ武漢政府期の「左
傾
」
と
『
右
傾
臣
（
『
近
き
に
在
り
て
」
四
）
一九八四年「清水安三先生と中国革命」（『産研通信」九・一○）
’
九
八
六
年
「
国
民
革
命
期
に
お
け
る
地
方
政
府
ｌ
湖
南
省
政
府
の
成
立
ｌ」（『中国国民政府史の研究」第二章、汲古書院）
’
九
八
七
年
「
国
民
革
命
期
の
広
東
政
府
Ｉ
省
政
府
・
市
政
府
財
政
を
中
心
にｌ」（『法政大学教養部紀要」六二）
’
九
九
○
年
「
中
国
国
民
革
命
と
日
本
の
知
識
人
ｌ
そ
の
変
動
期
へ
の
認
法
政
史
学
第
七
十
一
号
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識をめぐってｌ」（「近きに在りて」一七）
’九九四年「北伐戦争の再検討」（『現代中国』六八）
一
九
九
五
年
「
何
応
欽
、
孫
科
ほ
か
（
辞
典
項
目
六
項
Ⅱ
と
（
山
川
辰
雄
編
『近代中国人名辞典」霞山会）
「
対
支
非
干
渉
運
動
ｌ
無
産
運
動
と
在
日
外
国
人
組
織
と
の
連
帯
ｌ
」
（
『
講
座
世
界
史
六
必
死
の
代
案
ｌ
期
待
と
危
機
の
二
○
年
ｌ
」
東
京
大
学
出
版
会
）
’
九
九
七
年
「
中
国
国
民
革
命
ｌ
戦
間
期
束
ア
ジ
ア
の
地
殻
変
動
ｌ
』
（
法
政大学出版局）（共著）
二
○
○
｜
年
「
中
国
現
代
史
と
清
水
安
一
一
一
ｌ
そ
の
同
時
代
認
識
と
現
代
へ
の
課
題
ｌ
」
（
清
水
安
三
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
「
清
水
安
三
の
思
想
と
教
育
実
践
ｌ
戦
前
・
戦
中
を
中
心
と
し
て
ｌ
』
桜
美林大学）
二
○
○
六
年
「
大
学
令
に
よ
る
大
学
図
書
館
の
制
度
化
」
「
新
図
書
館
の
完
成
と
活
況
」
（
「
法
政
大
学
図
書
館
百
年
史
」
第
三
章
、
第
阿
章
、
法
政
大
学
図
書
館
）
栃
木
利
夫
先
生
を
送
る
－－
＝
一
一
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栃
木
利
夫
先
生
が
お
辞
め
に
な
る
と
い
う
。
そ
う
い
わ
れ
て
も
な
ん
だ
か
現
実
の
こ
と
の
よ
う
な
気
が
し
な
い
。
栃
水
き
ん
と
私
は
今
は
文
学
部
史
学
科
に
籍
を
渦
い
て
い
る
が
二
○
○
二
年
度
末
ま
で
は
第
一
教
養
部
教
授
会
と
い
う
と
こ
ろ
に
所
属
し
て
い
た
。
私
が
法
政
大
学
第
一
教
養
部
と
い
う
と
こ
ろ
に
職
を
得
た
の
は
一
九
八
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
時
そ
こ
に
栃
木
さ
ん
が
す
で
に
勝
ら
れ
て
、
新
任
の
私
の
研
究
室
は
先
輩
の
栃
木
さ
ん
と
相
部
屋
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
○
年
ほ
ど
の
間
、
第
一
教
養
部
人
文
科
学
研
究
室
と
い
う
組
織
で
、
八
○
年
館
六
階
の
一
室
と
い
う
場
所
で
、
栃
木
さ
ん
と
私
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
共
に
し
て
き
た
。
と
い
っ
て
も
必
ず
し
も
い
つ
も
Ｍ
じ
方
向
を
向
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
栃
水
き
ん
は
全
法
政
と
い
う
教
職
員
組
合
の
委
員
長
も
さ
れ
た
し
、
国
庫
助
成
委
員
会
の
法
政
大
学
に
お
け
る
重
鎮
で
他
大
学
の
組
織
か
ら
も
噸
り
に
さ
れ
て
い
た
が
、
私
は
そ
れ
ら
の
法
政
史
学
第
七
十
百
万
栃
木
さ
ん
、
お
疲
れ
様
栃
木
利
夫
先
生
を
送
る
言
葉
'１１
村
純
私
が
前
任
枝
の
弘
前
大
学
か
ら
法
政
大
学
第
一
教
養
部
の
Ⅱ
本
史
担
当
教
員
と
し
て
赴
任
し
た
の
は
一
九
九
六
年
川
川
の
こ
と
で
、
当
時
所
属
し
た
、
第
一
教
養
部
人
文
科
学
研
究
室
に
、
歴
史
担
淵
の
先
任
教
且
と
し
て
お
ら
れ
た
の
が
東
洋
史
の
栃
木
先
生
と
、
西
洋
史
の
中
村
純
さ
ん
と
で
あ
っ
た
。
私
は
赴
任
す
る
ま
で
、
こ
の
お
ニ
カ
と
は
全
く
町
識
が
な
く
、
そ
れ
で
礼
儀
と
お
仕
事
を
積
極
的
に
お
手
伝
い
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
年
で
二
四
年
を
終
え
た
私
の
法
政
大
学
で
の
生
活
の
す
べ
て
の
場
面
に
栃
水
き
ん
が
い
る
。
ま
だ
あ
と
四
年
は
ご
一
緒
す
る
は
ず
だ
っ
た
の
に
。
私
の
ほ
う
が
な
か
な
か
気
持
ち
の
整
理
が
つ
か
な
い
が
ご
本
人
は
十
分
に
お
考
え
に
な
っ
てのことであろうから〈７更泣き言を一一一口ってもしょうがない。長い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。
一
心
休
ま
れ
た
後
は
ま
た
先
縦
と
し
て
人
学
の
行
方
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
栃
木
先
生
を
送
る
一
二
四
小
川
雅
史
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し
て
？
赴
任
前
に
、
ど
ん
な
こ
と
を
研
究
し
て
お
ら
れ
る
万
か
お
お
よ
そ
知
っ
て
お
こ
う
と
思
い
、
御
著
作
を
探
し
て
み
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
。
栃
木先生については、法政大学通信教育部のテキスト「中国現代史」
（本学通教テキストは全脚の公共図書館に献本されていて、どこでも容易
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
と
、
東
京
大
学
出
版
会
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
た
「中国革命の展開』に収められた「広東国民政府と民同」だった
と
忠
う
。
やがて赴任して、ご本人に対伽することになったわけであるが、
読
後
の
印
象
か
ら
得
ら
れ
た
予
想
に
反
し
て
、
そ
の
あ
ま
り
の
柔
和
さ
、
物
腰
の
柔
ら
か
さ
に
少
々
驚
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
す
で
に
Ｉ
数
年
、
先
生
は
一
風
し
て
笑
顔
を
絶
や
さ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
行
後
に
あ
る
芯
の
強
さ
は
折
に
触
れ
て
伝
わ
っ
て
き
た
。
そ
し
て
ご
ｎ
身
の
研
究
・
教
育
に
も
強
い
誇
り
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
の
だ
と
思
う
。
今
皿
の
ご
退
職
の
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
昨
年
の
講
義
巾
で
の
体
調
の
恐
化
で
あ
ろ
う
が
、
単
に
体
調
が
悪
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
誇
り
あ
る
講
義
（
と
く
に
私
ど
も
教
養
科
Ⅱ
担
当
教
員が持つ大教室でのそれ）に責任がもてなくなったという精神的ご
負
担
の
方
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
う
は
い
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
先
生
は
お
薪
い
。
か
つ
て
私
も
お
仲
間
で
あ
っ
た
超
遠
肌
離
通
勤
も
こ
れ
か
ら
は
さ
ほ
ど
頻
繁
で
は
な
く
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
は
、
気
楽
に
ご
研
究
を
お
続
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
そ
の
に
こ
や
か
な
笑
顔
に
時
折
接
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す。
栃
木
利
夫
先
生
を
送
る
栃
木
先
生
と
の
初
対
面
は
私
の
法
政
に
お
け
る
前
任
者
河
原
正
博
先
生
の
最
終
講
義
の
時
で
、
私
の
法
政
着
任
の
少
し
前
で
あ
っ
た
。
私
と
は
同
年
な
のだが、すでに法政在職八年で、その前にも長崎で八年教鞭を執っ
て
お
ら
れ
た
と
い
う
。
と
か
く
無
駄
な
年
川
と
回
り
道
の
多
い
私
に
比
べ
る
と、まことに無駄の少ない経歴をお持ちであった。人学は違うが、
学
生
時
代
の
こ
と
を
話
し
て
い
る
と
、
栃
木
先
生
の
論
題
に
出
て
く
る
人
々
が
私
に
と
っ
て
は
学
雁
上
の
先
裁
に
淵
た
る
人
々
で
あ
る
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
着
任
初
年
の
私
の
ゼ
ミ
生
の
四
年
生
の
う
ち
何
人
か
の
積
極
的
な
メ
ン
バ
ー
が
栃
木
先
生
を
中
心
と
し
た
勉
強
会
を
続
け
て
い
て、私のゼミ運営でもずいぶん助けてくれた。これらの諸耕は一
年
間
だ
け
の
付
き
合
い
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
先
生
と
は
長
い
間
所
属
を
異
に
し
て
い
た
の
だ
が
、
い
ろ
い
ろ
な
場
で
ご
一
緒
になることがあったので、文学部に合流された際にも、なぜかずっ
と
前
か
ら
ご
一
緒
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
栃
木
先
生
の
専
門
飢
域
は
主
と
し
て
民
脚
期
、
私
は
消
代
で
、
時
代
と
し
て
は
近
い
の
だ
が
、
扱
う
史
料
の
違
い
も
あ
っ
て
、
承
な
り
合
う
こ
と
が
意
外
と
少
な
い
。
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
お
教
え
頂
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
先
生
は
瀦
い
と
き
か
ら
地
学
に
関
心
が
お
あ
り
で
、
ま
た
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
保
存
に
象
徴
さ
れ
る
向
然
環
境
保
護
の
活
動
に
も
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
と
聞
く
。
こ
の
よ
う
な
一
見
地
味
で
無
私
な
活
動
も
先
生
の
お
人
柄
と
、
そ
同
僚
、
先
輩
と
し
て
の
栃
木
先
生
一
二
五
山
名
弘
史
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栃
木
利
夫
先
生
が
法
政
大
学
を
お
辞
め
に
な
る
。
そ
の
Ｈ
が
来
る
の
は
あ
と
数
年
先
と
思
っ
て
い
た
だ
け
に
、
ご
健
康
上
の
理
由
で
い
た
し
か
た
な
い
こ
と
と
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
戸
惑
い
と
寂
し
さ
を
禁
じ
え
な
い
。
私
が
栃
木
先
生
と
初
め
て
親
し
く
交
わ
る
機
会
を
得
た
の
は
、
法
政
大
学
に
着
任
し
た
平
成
元
年
、
人
試
問
題
作
成
時
で
あ
っ
た
。
着
任
早
々
の
「
新
米
」
を
優
し
く
ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
栃
木
先
生
は
当
時
、
第
一
教
養
部
に
所
属
な
さ
っ
て
い
て
、
ふ
だ
ん
は
ご
一
緒
す
る
機
会
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
入
試
業
務
で
は
そ
の
後
も
〃
年
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
人
間
が
で
き
て
い
な
い
私
な
ど
は
、
先
生
の
穏
和
で
実
直
な
お
人
柄
、
そ
し
て
、
ご
ｎ
分
の
信
念
に
忠
実
で
プ
レ
る
こ
と
の
な
い
姿
勢
か
ら
、
多
く
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
文
部
省
が
全
国
の
大
学
の
教
養
部
解
体
と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
た
た
め
、
法
政
大
学
第
一
教
養
部
も
二
○
○
二
年
度
末
を
も
っ
て
そ
の
歴
史
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
、
一
部
の
先
生
方
は
新
学
部
に
移
り
、
残
る
先
生
方
は
各
自
が
希
望
す
る
既
存
学
部
に
移
籍
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
も
う
時
効
だ
と
思
う
の
で
打
ち
明
け
る
が
、
そ
の
際
、
「
個
人
の
希
望
で
移
籍
先
を
決
め
、
既
存
学
部
側
か
ら
の
事
前
交
渉
は
認
め
な
い
」
と
い
う
原
則
を
無
視
し
て
、
栃
木
先
生
を
は
じ
め
第
一
教
養
部
所
属
の
歴
史
学
専
門
の
先
生
方
に
、
ぜ
ひ
と
の
上
に
立
つ
専
門
研
究
に
厚
み
を
添
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
勝
手
に
推
察
し
て
い
る
。
法
政
史
学
第
七
十
一
号
栃
木
利
夫
先
生
を
送
る
後
藤
篤
子
栃
木
先
生
と
お
近
づ
き
に
な
っ
た
の
は
、
私
が
法
政
に
着
任
し
て
以
来
な
の
で
か
れ
こ
れ
十
年
ほ
ど
と
な
る
。
先
生
は
私
よ
り
六
歳
年
長
で
お
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
こ
ろ
の
先
生
の
年
齢
を
私
は
現
在
超
え
て
し
ま
っ
た
。
先
生
は
当
時
既
に
法
政
大
学
在
職
二
十
年
、
学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
さ
を
生
か
し
た
活
動
の
一
方
で
、
落
ち
着
か
れ
、
物
躯
に
動
じ
な
い
立
ち
居
振
る
舞
い
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
（
ｎ
戒
す
る
と
そ
れ
が
今
の
ｎ
分
に
は
な
い
の
で
あ
る
が
）
。
先
生
と
は
、
初
め
は
入
試
関
係
の
業
務
で
ご
一
緒
し
、
つ
い
で
教
養
部
か
ら
史
学
科
に
移
ら
れ
て
学
科
の
川
僚
と
し
て
の
お
付
き
合
い
と
な
っ
た
。
先
生
は
、
教
育
面
で
は
主
に
教
養
課
郷
の
東
洋
史
の
授
業
を
も
た
れ
、
学
生
に
熱
心
に
接
さ
れ
た
が
、
そ
の
ご
活
朧
は
学
内
外
に
お
い
て
多
面
に
わ
た
っ
て
お
ら
れ
た
。
学
内
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
一
つ
は
法
政
平
和
大
学
の
世
話
人
と
し
て
の
活
動
で
あ
る
。
平
和
大
学
は
長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
が
、
先
生
は
そ
の
運
営
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
学
も
「
文
学
部
史
学
科
希
望
」
に
し
て
く
だ
さ
い
と
頼
み
込
ん
だ
。
栃
木
先
堆
は
は
じ
め
、
ご
専
門
が
近
い
山
名
先
生
へ
の
ご
遠
慮
も
あ
っ
て
か
逵
巡
の
ご
様
子
で
あ
っ
た
が
、
結
局
は
史
学
科
の
た
め
に
な
る
な
ら
と
ご
快
諾
く
だ
さ
っ
た
。
今
で
も
感
謝
に
堪
え
な
い
。
そ
の
後
、
先
生
が
史
学
科
の
た
め
に
い
か
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
か
は
、
皆
さ
ん
ご
承
知
の
通
り
で
あ
る
。
栃
木
先
生
、
本
蜥
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
ご
健
康
に
ご
翻
意
の
上
、
ま
す
ま
す
ご
活
確
く
だ
さ
い
。
栃
木
先
生
を
送
る
’’一一ハ
加
納
格
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唯
時
代
か
ら
の
平
和
迎
動
、
さ
ら
に
及
崎
造
船
大
学
で
教
鞭
を
と
ら
れ
た
人
年
ほ
ど
の
経
験
を
踏
ま
え
、
Ⅱ
本
の
平
和
同
家
と
し
て
の
あ
り
方
に
強
い
関
心
を
持
た
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
聞
く
。
教
員
・
学
唯
・
巾
氏
の
、
発
性
と
協同に依拠するこうした「学びの場」は、営利団体と異なる歴史
的
社
会
的
な
知
的
共
同
体
と
し
て
大
学
の
情
報
発
信
の
仕
方
、
一
つ
の
あ
り
様
を
示
し
て
い
る
と
私
は
考
え
る
が
、
平
和
大
学
の
活
動
は
先
生
が
大
学
に
持
た
れ
て
い
る
一
つ
の
忠
い
を
一
不
し
て
い
る
と
想
う
。
先
堆
の
学
内
の
活
動
で
も
う
一
つ
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
教
臓
凶
組
へ
Ⅱ
活
動
で
あ
る
。
昨
今
の
社
会
経
済
怖
勢
悪
化
は
労
働
組
合
の
社
会
的
意
義
を
高
め
て
い
る
が
、
私
は
、
組
合
は
個
々
人
の
様
々
な
政
治
的
社
会
的
立
場
を
聴
取
す
る
こ
と
が
取
笈
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
個
人
を
教
条
的
に
縛
り
上
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
本
来
な
ら
な
い
。
光
雄
は
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
法
政
大
学
教
職
員
組
合
の
委
員
長
を
二
期
、
副
委
員
長
を
二
期
、
中
央
委
貝
に
つ
い
て
は
数
知
れ
ず
務
め
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
立
場
は
う
か
が
う
と
こ
ろ
で
は
、
様
々
の
意
見
を
幅
広
く
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
学
外
で
は
イ
ン
タ
ー
ュ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
活
動
で
私
学
川
庫
助
成
運
動
に
取
り
組
ま
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
紙
幅
も
尽
き
る
の
で
触
れ
な
い
。
ご
退
職
後
は
、
会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る
地
元
群
馬
の
自
然
保
護
・
調
査
団
体
「
赤
城
姫
を
愛
す
る
会
」
の
活
動
を
継
続
さ
れ
る
川
で
あ
る
。
こ
こ
数
年
法
政
で
吹
き
荒
れ
た
「
改
革
」
と
い
う
名
の
強
梅
化
・
非
民
主
化
に
つ
い
て
は
、
先
叱
と
よ
く
意
兄
を
交
わ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
「
リ
ベ
ラ
ル
」
な
ど
意
兄
に
は
私
も
人
い
に
鴬
陶
を
受
け
た
が
、
そ
れ
は
ｌ
に
述
べ
た
こ
れ
ま
で
の
大
学
内
外
の
ご
活
躍
か
ら
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
う
し
た
ご
意
兄
を
直
接
お
聞
き
す
る
機
会
が
失
わ
れ
る
の
は
、
私
に
栃
木
利
夫
先
生
を
送
る
教
養
部
に
長
く
所
属
さ
れ
た
先
生
が
文
学
部
史
学
科
に
お
出
で
に
な
っ
た
の
は
二
○
○
三
年
Ⅲ
川
か
ら
で
す
の
で
、
い
く
も
満
六
年
が
経
ち
ま
し
た
。
昨
年
後
半
、
今
年
腱
で
現
臓
か
ら
身
を
引
き
た
い
と
い
う
お
話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
ま
だ
七
○
歳
ま
で
に
四
年
も
あ
る
の
で
、
な
に
か
残
念
な
気
が
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
〃
全
で
は
な
い
体
飼
も
関
わ
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
仕
方
が
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
一
九
八
○
年
代
の
後
半
以
後
、
社
会
主
義
を
人
類
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
す
る
思
想
の
矛
盾
が
肚
界
各
地
の
同
家
体
制
の
破
綻
と
し
て
表
川
化
し
て
き
ま
し
た
。
先
生
の
ご
専
門
で
あ
る
中
国
近
現
代
社
会
に
お
い
て
も
、
国
外
の
資
本
・
技
術
の
導
入
や
市
場
経
済
推
進
な
ど
を
内
容
と
す
る
改
革
開
放
政
策
、
民
主
化
運
動
の
帰
結
と
し
て
八
九
年
六
Ⅱ
に
は
天
安
門
事
件
が
起
き
、
今
Ⅱ
も
な
お
新
た
な
価
価
観
の
模
索
が
続
い
て
い
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
生
と
坂
野
良
吉
と
の
共
拷に「中川国比雌命ｌ戦刑期束アジアの地殻変動ｌ」（法政大学川
版
Ｍ
）
と
い
う
お
仕
蛎
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
、
こ
の
よ
う
な
価
値
観
の
変
動
が
続
く
現
代
中
川
社
会
と
小
川
赦
命
が
本
来
、
持
っ
て
い
た
価
値
観
と
を
比
較
し
、
中
脚
咽
社
会
主
蕊
を
聡
山
の
中
に
位
椴
づ
け
る
た
め
に
大
い
に
役
立
つ
研
究
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
こ
れ
か
ら
も
研
究
に
、
そ
れ
か
ら
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
保
護
活
動
に
、
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。
は
残
念
で
あ
る
。
ど
う
か
こ
の
後
も
折
に
触
れ
い
ろ
い
ろ
と
ご
兄
識
を
承
る
機
会
が
あ
れ
ば
と
念
ず
る
次
第
で
あ
る
。
惜
別
の
辞
七
澤
登
寛
聡
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栃
木
先
生
、
長
い
間
、
法
政
大
学
に
お
け
る
研
究
と
教
育
に
御
尽
力
な
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
生
が
教
養
学
部
の
解
体
に
伴
っ
て
、
文
学
部
史
学
科
に
移
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
、
扱
う
地
域
が
違
う
と
は
い
う
も
の
の
、
同
じ
近
現
代
史
を
専
攻
す
る
も
の
と
し
て
勇
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
今
も
覚
え
て
い
ま
す
。
移
ら
れ
て
早
々
に
、
新
た
に
担
当
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
演
習
科
目
（
略
称
ゼ
ミ
。
卒
業
論
文
指
導
を
同
時
に
担
当
）
に
お
い
て
受
講
生
の
人
数
調
整
が
あ
り
、
私
が
担
当
す
る
日
本
近
代
史
ゼ
ミ
の
受
講
希
望
学
生
を
何
人
か
気
持
ち
よ
く
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
移
っ
て
い
っ
た
学
生
は
先
生
か
ら
中
凶
近
現
代
史
の
み
な
ら
ず
中
倒
語
の
ご
指
導
も
受
け
ら
れ
る
と
知
り
、
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
充
実
し
た
学
習
が
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
多
忙
な
ど
を
理
由
に
先
生
と
研
究
に
関
し
て
お
話
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
を
今
頃
に
な
っ
て
悔
や
ん
で
お
り
ま
す
。
幸
い
、
先
生
は
来
年
度
も
非
常
勤
講
師
と
し
て
ご
州
講
な
さ
れ
る
の
で
、
今
Ⅱ
の
Ⅱ
中
関
係
や
今
後
の
展
望
な
ど
忌
蝉
な
く
お
話
が
出
来
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
先
生
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
、
ひ
と
ま
ず
先
生
を
送
る
こ
と
ば
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
法
政
史
学
第
七
十
一
号
栃
木
先
生
を
送
る
こ
と
ば
長
井
純
市
栃
木
利
夫
先
生
を
送
る
小
倉
淳
一
一
九
八
五
年
の
大
学
入
学
以
来
、
教
養
科
目
時
間
割
の
「
東
洋
史
」
に
は
常
に
栃
木
先
生
の
お
名
前
が
あ
っ
た
。
私
は
受
講
制
限
の
関
係
か
ら
先
生
の
教
室
に
出
か
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
年
次
が
変
わ
っ
て
時
間
割
を
見
る
たびに先生のお名前を見つけることができ、教養部に歴史の先生
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
密
か
に
頼
も
し
く
感
じ
て
い
た
。
後
號
の
中
に
も
栃
木
先
生
に
教
え
を
受
け
、
東
洋
史
に
進
ん
だ
者
も
あ
っ
た
。
教
養
東
洋
史
の
授
業
は
多
く
の
文
学
部
学
生
が
受
講
し
た
看
板
科
目
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
史
学
科
の
教
員
と
し
て
先
生
と
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
幸
い
と
い
う
ほ
か
な
い
。
先
生
は
す
べ
て
の
場
面
で
ベ
テ
ラ
ン
の
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
な
お
か
つ
常
に
柔
和
な
笑
顔
で
学
科
の
諸
先
生
に
接
し
て
お
ら
れた。ひとたび問題が生じると、慎頑かつ適切なご判断を下され、
有
益
な
提
言
を
な
さ
っ
た
。
そ
し
て
議
論
に
な
っ
た
際
も
対
話
の
姿
勢
を
崩
さ
ず
、
冷
静
に
話
を
続
け
ら
れ
た
。
長
年
に
わ
た
り
様
々
な
難
局
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
先
生
な
ら
で
は
の
ご
対
応
な
の
だ
と
理
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ー
ポ
ル
ト
に
関
し
て
先
生
と
共
通
の
話
題
が
生
ま
れ
た
こ
と
も
幸
運
で
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま
二
○
○
八
年
に
大
学
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
Ｈ
・
Ｖ
・
シ
ー
ポ
ル
ト
（
大
シ
ー
ポ
ル
ト
の
次
男
）
に
つ
い
て
発
表
し
た
と
こ
ろ
、
先
生
が
か
っ
て
長
崎
の
シ
ー
ポ
ル
ト
邸
の
そ
ば
に
住
ん
で
お
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
前
任
校
に
通
勤
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
シ
ー
ポ
ル
ト
に
大
き
な
関
心
を
お
持
ち
で
あ
る
こ
と
を
お
教
え
い
た
だ
き
、
日
下
の
と
こ
ろ
さ
ら
に
期
待
が
ふ
く
ら
ん
で
い
る
。
も
と
よ
り
私
の
関
心
は
近
代
考
古
学
の
八
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私
は
前
に
勤
務
し
て
い
た
大
学
を
定
年
退
職
し
た
後
、
こ
の
法
政
大
学
に
採
用
し
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
よ
う
や
く
二
年
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
の
新
参
者
で
あ
る
。
一
度
定
年
に
な
っ
た
よ
う
な
ロ
ー
ト
ル
〈
老
頭
児
〉
に
は
た
し
て
ま
と
も
に
務
め
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
、
内
心
気
に
も
な
り
、
引
け
目
も
感
じ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
史
学
科
に
は
私
よ
り
一
歳
年
上
の
先
生
が
二
人
も
お
ら
れ
る
と
わ
か
っ
た
と
き
、
大
い
に
安
堵
の
念
を
覚
え
た
の
であった。
そ
の
お
－
人
の
栃
木
先
生
が
退
職
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
だ
こ
れ
か
ら
何
年
も
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
と
思
っ
て
い
た
私
に
と
っ
て
は
、
こ
の
突
然
の
御
決
断
は
驚
き
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
心
寂
し
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
そ
こ
は
か
と
な
く
、
先
生
は
、
か
く
あ
る
べ
し
、
と
い
う
手
本
を
示
さ
れ
た
よ
う
に
も
私
に
は
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
早
目
の
退
職
を
決
め
ら
れ
た
そ
の
御
心
境
は
、
借
越
な
が
ら
、
私
に
形
成
過
程
に
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
件
に
関
し
て
は
今
後
と
も
先
生
か
ら
の
ご
教
示
を
賜
り
た
く
、
こ
こ
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
先
生
に
は
あ
と
三
年
間
は
専
任
教
員
と
し
て
ご
一
緒
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
た
だ
け
に
、
今
回
の
ご
退
職
は
誠
に
残
念
で
あ
る
が
、
ゼ
ミ
を
は
じ
め
先
生
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
立
ち
ゆ
か
な
い
仕
事
も
残
さ
れ
て
い
る
。
先
生
が
早
々
に
ご
体
調
を
回
復
さ
れ
る
と
と
も
に
、
末
永
く
私
ど
も
に
ご
指
導
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
栃
木
利
夫
先
生
を
送
る
栃
木
利
夫
先
生
を
送
る
河
内
祥
輔
せ
っ
か
く
史
学
科
に
入
学
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歴
史
学
と
は
関
係
の
な
い
教
養
科
Ⅱ
ば
か
り
受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
虚
無
的
に
な
っ
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
二
年
生
に
な
り
受
講
す
る
こ
と
に
な
っ
た
栃
木
先
生
の
東
洋
史
概
説
は
、
ま
さ
に
「
救
い
」
の
講
義
で
あ
っ
た
。
当
時
の
私
は
中
国
近
代
史
を
専
攻
し
た
い
と
希
望
し
て
い
た
た
め
（
な
ぜ
か
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
史
研
究
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
）
、
よ
う
や
く
勉
強
し
た
い
こ
と
が
学
べ
る
と
意
気
込
み
、
先
生
の
講
義
に
は
特
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
Ｓ
も
り
で
あ
っ
た
）
。
そ
し
て
一
年
間
の
講
義
を
受
講
し
終
え
、
試
験
を
受
け
た
結
果
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
成
績
は
、
（
な
ぜ
か
？
ま
さ
か
の
）
Ｂ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
受
け
取
る
成
績
は
、
良
く
て
も
悪
く
て
も
、
す
べ
て
「
想
定
内
」
を
通
し
て
き
た
私
は
、
こ
の
結
果
に
当
惑
し
た
□
ど
こ
が
ま
ず
か
っ
た
の
か
？
ど
う
し
て
も
気
に
な
っ
た
が
、
な
か
な
か
確
か
め
る
勇
気
を
持
て
な
か
っ
た
私
は
、
卒
業
し
て
一
○
以
化
も
経
過
し
た
あ
る
と
き
、
つ
い
に
先
生
に
「
ど
う
し
て
私
は
Ｂ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？
」
と
伺
っ
た
。
す
る
と
先
生
は
「
あ
れ
？
Ａ
も
実
感
と
し
て
推
し
測
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
な
く
も
な
い
。
お
そ
ら
く
先
生
は
今
、
一
屑
の
荷
を
降
ろ
し
、
来
し
方
を
静
か
に
振
り
返
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
短
い
期
間
な
が
ら
、
先
生
の
流
厚
で
篤
実
な
お
人
柄
に
接
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
は
、
幸
せ
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
先
生
の
お
導
き
に
感
謝
し
、
一
層
の
御
活
躍
を
お
祈
り
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
成績をめぐる繰り一一一一口
九
佐
藤
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偏
差
値
絶
対
の
受
験
勉
強
に
や
ら
れ
、
登
校
拒
否
児
だ
っ
た
私
は
、
大
学
に
も
将
来
に
も
希
望
を
感
じ
な
か
っ
た
。
史
学
科
を
選
ん
だ
の
も
、
過
去
の
墓
場
に
埋
も
れ
て
し
ま
い
た
い
。
そ
れ
だ
け
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
栃
木
先
生
の
「
東
洋
史
」
講
義
第
一
日
Ⅱ
、
先
生
は
開
口
一
番
「
私
は
渡
辺
真
知
子
の”迷い道〃が好きで、この〃現在過去未来“と一言う順番がいい。
じ
ゃ
な
か
っ
た
？
」
と
こ
と
も
な
げ
に
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
。
「
い
い
え
Ｂ
で
し
た
！
」
し
つ
こ
い
私
は
少
し
食
い
下
が
っ
た
が
、
学
生
時
代
に
中
同
近
現
代
史
の
研
究
会
を
組
織
し
た
際
、
お
忙
し
い
な
か
時
間
を
割
い
て
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
恩
師
に
、
こ
ん
な
繰
り
一
言
を
い
つ
ま
で
も
一
言
う
の
は
潔
く
な
い
な
と
思
い
直
し
、
結
果
を
粛
々
と
受
け
入
れ
る
こ
と
に
し
た
（
は
ず
で
あ
っ
た
）
。
そ
れ
で
も
、
今
ま
た
こ
う
し
て
、
先
生
が
ご
退
職
な
さ
る
と
い
う
特
別
な
機
会に、潔くない繰り一一一一口を書いている。
栃
木
先
生
、
こ
れ
が
私
の
先
生
に
対
す
る
、
そ
し
て
そ
の
先
生
の
学
生
で
あ
っ
た
回
分
に
対
す
る
強
い
こ
だ
わ
り
だ
と
い
う
こ
と
を
、
ど
う
か
ご
理
解
卜
さ
い
。
先
生
が
法
政
大
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
く
な
る
と
、
そ
こ
の
学
生
だ
っ
た
自
分
も
記
憶
の
か
な
た
に
消
え
て
い
き
そ
う
で
、
本
当
に
寂
し
い
で
す
。
私
は
今
で
も
、
実
力
も
な
い
く
せ
に
先
生
に
評
価
さ
れ
た
が
っ
て
い
た
あ
の
こ
ろ
の
懐
か
し
い
ｎ
分
を
引
き
ず
り
な
が
ら
、
毎
週
趾
校
へ
通
っ
て
い
ます。
（
八
三
年
度
卒
、
法
政
大
学
兼
任
講
師
、
大
妻
女
子
大
学
教
且
）
法
政
史
学
第
七
十
一
号
「迷い道」
hiI
lll
忠
子
現
在
が
ま
ず
一
番
に
来
て
、
現
在
を
理
解
す
る
た
め
に
過
去
を
学
ぶ
、
そ
し
て過去の経験がよりよい未来を築く道標となる」と。この一言葉は
墓
場
で
不
貞
寝
し
て
い
た
私
を
叩
き
起
こ
し
た
。
在
学
中
か
ら
Ⅱ
中
学
院
で
中
脚
語
を
学
び
、
川
年
時
に
雲
南
氏
族
学
院
に
短
期
制
学
。
満
州
図
を
避
け
た
つ
も
り
が
、
逆
に
昆
明
で
抗
日
戦
争
の
生
々
し
い
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
卒
業
後
向
学
院
で
一
年
日
本
語
教
師
を
務
め
、
そ
の
後
、
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
立
大
学
大
学
院
に
て
多
文
化
（
反
人
種
差
別
）
教
育
、
外
凶
語
教
育
で
修
ｌ
を
取
得
。
九
七
年
か
ら
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
立
大
学
で
Ⅱ
本
語
講
師
を
務
め
て
い
る
。
リ
ベ
ラ
ル
な
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
か
ら
保
守
的
で
人
種
差
別
の
強
い
南
部
へ
。
こ
の
相
違
を
理
解
す
る
為
に
奴
隷
制
、
キ
リ
ス
ト
教
史
、
南
北
戦
争
の
歴
史
を
学
び
直
す
。
９
．
ｎ
．
テ
ロ
よ
り
自
分
の
無
知
に
シ
ョ
ッ
ク
。
中
東
史
や
米
国
外
交
政
治
史
の
本
を
漁
り
読
む
。
そ
し
て
、
問
。
先
行
き
不
明
な
世
界
で
、
微
力
な
語
学
教
師
に
出
来
る
こ
と
は
何
か
？
ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
が
大
好
き
な
学
生
達
の
間
川
を
広
げ
、
広
い
世
界
に
誘
い
、
語
学
習
得
だ
け
で
な
く
、
異
文
化
、
異
人
種
に
対
し
て
寛
容
性
を
持
ち
、
平
和
な
社
会
建
設
に
貢
献
出
来
る
人
間
を
育
て
る
こ
と
だ
ろ
う
。
渡
米
一
三
年
が
過
ぎ
た
。
し
か
し
、
未
だ
に
毎
日
が
未
知
と
の
遭
遇
、
学
び
の
Ⅱ
々
で
あ
る
。
何
を
読
ん
で
も
、
全
て
が
耐
向
い
ほ
ど
縦
横
に
地
の
果
て
ま
で
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
連
Ⅱ
仕
事
に
草
の
根
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
駆
け
Ⅲ
る
私
の
胸
の
中
で
「
現
在
過
去
未
来
」
は
今
も
大
切
な
礎
で
あ
り
、
私
の
学
生
に
送
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
る
。
栃
木
先
生
、
歴
史
は
本
当
に
現
在
未
来
へ
の
架
け
橋
で
し
た
。
溢
れ
る
感
謝
を
込
め
て
。
（八三年度卒、ノースカロライナ州立大学常勤Ⅱ本語講師）
＝
○
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学
生
生
活
に
終
止
符
を
打
っ
て
十
五
年
ほ
ど
経
つ
と
、
往
事
が
と
て
も
懐
か
し
く
思
わ
れ
る
□
法
政
で
の
学
生
生
活
に
お
い
て
栃
木
先
生
は
忘
れ
得
ぬ
恩
人
の
お
ひ
と
り
で
あ
る
。
当
時
の
法
政
は
、
一
～
二
年
次
が
教
養
科
目
中
心
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
高
校
生
の
頃
か
ら
中
国
近
現
代
史
に
関
心
を
持
つ
私
に
と
っ
て
は
と
て
も
辛
い
も
の
で
あ
っ
た
。
開
講
科
目
が
な
く
て
も
や
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
自
分
で
学
べ
ば
よ
い
と
は
、
今
に
な
っ
て
思
う
こ
と
で
、
当
時
の
私
は
他
者
に
責
任
を
転
嫁
し
よ
う
と
す
る
愚
行
を
繰
り
返
し
、
精
神
が
荒
ん
だ
。
そ
の
荒
れ
た
生
活
の
中
、
唯
一
先
生
の
人
文
特
講
が
癒
し
の
時
間
で
あ
っ
た
。
兎
角
授
業
づ
く
り
に
乏
し
い
方
が
多
い
大
学
の
先
生
の
な
か
で
、
栃
木
先
生
の
授
業
に
対
す
る
良
心
的
な
姿
勢
が
、
穏
和
な
人
柄
と
と
も
に
印
象
に
残
っ
て
い
る。｜
年
を
ダ
ブ
リ
、
教
養
課
程
を
三
年
で
終
え
た
私
は
、
学
部
の
山
名
弘
史
先
生
の
ゼ
ミ
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
第
一
校
舎
囚
階
の
研
究
室
で
、
遅
く
ま
で
学
問
に
打
ち
込
ま
れ
る
山
名
先
生
を
は
じ
め
、
お
隣
の
考
古
学
研
究
室
の
伊
藤
先
生
や
院
生
の
方
々
に
大
層
お
世
話
に
な
っ
た
、
諸
氏
に
は
学
問
に
本
気
で
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
考
え
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
き
っ
か
け
が
学
部
ゼ
ミ
で
あ
っ
た
な
ら
、
そ
の
後
の
卒
論
執
筆
、
大
学
院
進
学
等
の
進
展
は
、
ひ
と
え
に
栃
木
先
生
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
と
今
で
も
激
し
く
感
謝
し
て
い
る
。
栃
木
利
夫
先
生
を
送
る
栃
木
先
生
の
こ
と
吉
原
伸
行
ご
承
知
の
よ
う
に
、
戦
後
の
わ
が
国
に
お
け
る
中
国
近
現
代
史
研
究
は
、
中
国
共
産
党
と
毛
沢
東
に
関
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
栃
木
先
生
も
執
筆
者
の
一
名
で
あ
る
論
文
集
『
中
国
国
民
政
府
史
の
研
究
』
（
中
国
現
代
史
研
究
会
篇
）
は
、
私
が
初
め
て
読
ん
だ
専
門
論
文
集
で
あ
る
□
こ
の
本
は
「
反
動
」
の
一
言
で
捨
て
置
か
れ
た
巾
国
近
現
代
史
の
も
う
一
つ
の
側
面
を
私
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
座
右
の
書
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
先
生
に
は
公
私
に
わ
た
っ
て
様
々
な
薫
陶
を
う
け
た
。
方
法
論
、
研
究
史
、
史
料
読
解
、
そ
れ
と
何
よ
り
役
だ
っ
た
の
が
研
究
会
へ
の
参
加
を
促
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
先
生
は
い
つ
も
偉
ぶ
ら
ず
、
研
究
者
と
し
て
の
悩
み
や
、
ご
自
分
の
学
生
時
代
、
下
積
み
時
代
の
苦
労
話
も
臆
せ
ず
聞
か
せ
て
下
さ
っ
た
。
当
時
の
先
生
は
前
橋
か
ら
の
遠
距
離
通
勤
に
加
え
年
齢
的
に
も
相
当
し
ん
ど
そ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
研
究
へ
の
情
熱
と
後
進
を
育
成
せ
ん
と
す
る
気
概
に
満
ち
て
い
た
よ
う
に
思
われる。
先
生
本
当
に
ご
く
ろ
う
ざ
ま
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
山
積
す
る
研
究
外
の
雑
務
も
な
く
な
る
は
ず
で
す
。
先
生
な
ら
、
定
年
後
に
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
よ
う
な
寂
し
い
こ
と
は
な
い
は
ず
で
す
。
存
分
に
人
生
を
お
楽
しみ下さい。
（
九
○
年
度
文
学
部
史
学
科
卒
、
英
数
学
館
中
学
高
等
学
校
教
諭
［
広
島
二
私
が
大
学
に
入
学
し
て
最
初
に
お
邪
魔
し
た
研
究
室
が
栃
木
先
生
の
お
部
「
送
る
言
葉
」
に
代
え
て
■－－－■■
＝￣
￣
竹
茂
教
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屋
で
し
た
。
当
時
は
八
○
年
館
に
あ
り
西
洋
史
の
中
村
純
先
生
と
相
部
屋
だ
っ
た
の
で
す
が
、
中
村
先
生
の
ス
ペ
ー
ス
を
か
な
り
〃
浸
食
〃
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
書
架
に
収
ま
り
き
ら
な
い
程
の
本
が
あ
り
、
文
字
通
り
本
の
山
で
し
た
。
〃
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
“
だ
っ
た
私
は
そ
の
量
に
す
っ
か
り
圧
倒
さ
れ
る
と
と
も
に
、
「
大
学
の
先
生
の
研
究
室
と
は
こ
う
い
う
も
の
な
の
だ
な
」
と
鮮
烈
な
印
象
を
受
け
た
こ
と
を
、
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
お
部
屋
に
伺
う
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
栃
木
先
生
の
教
養
課
程
の
特
識
（
ゼ
ミ
形
式
）
で
発
表
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
た
め
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
栃
木
先
化
は
報
土
、
を
行
う
学
生
と
必
ず
謂
前
打
ち
合
わ
せ
の
時
間
を
設
定
し
、
様
々
な
参
考
図
諜
や
資
料
を
引
き
合
い
に
川
し
な
が
ら
丁
寧
な
説
明
を
施
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
栃
木
先
生
の
気
さ
く
さ
や
中
国
・
ア
ジ
ア
ヘ
の
情
熱
を
感
じ
た
学
生
は
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
（
も
ち
ろ
ん
私
も
そ
ん
な
学
生
の
一
人
で
あ
り
、
栃
木
先
生
と
お
会
い
し
た
こ
と
が
、
中
国
や
ア
ジ
ア
へ
の
関
心
を
深
め
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
し
た
）
。
そ
の
よ
う
な
栃
木
先
生
が
こ
の
度
退
職
な
さ
る
と
の
こ
と
で
、
本
淵
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
完
全
に
引
退
な
さ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
来
年
度
も
史
学
科
で
の
州
織
を
ご
予
定
と
の
こ
と
。
ご
体
調
の
問
題
な
ど
も
あ
ろ
う
か
と
は
存
じ
ま
す
が
、
ぜ
ひ
今
後
と
も
、
可
能
な
限
り
長
く
、
中
川
近
代
史
ひ
い
て
は
ア
ジ
ア
近
代
史
の
楽
し
さ
を
学
生
に
教
え
続
け
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
本
来
ご
退
職
を
記
念
す
べ
き
こ
の
場
に
お
い
て
ぶ
し
つ
け
な
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
あ
え
て
慰
労
の
言
葉
で
は
な
く
私
の
願
い
を
記
す
こ
と
を
も
っ
て
、
栃
木
先
生
へ
の
「
送
る
言
葉
」
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
法
政
史
学
第
七
十
一
号
私
の
栃
木
先
生
と
の
出
会
い
は
一
年
次
の
学
科
面
接
で
し
た
。
高
校
を
州
た
ば
か
り
で
来
京
に
で
て
き
た
の
も
初
め
て
の
私
に
、
栃
木
先
生
の
優
し
い
笑
顔
が
安
心
感
を
あ
た
え
て
く
れ
た
こ
と
を
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
は
ゼ
ミ
の
決
定
ま
で
に
悩
む
こ
と
も
な
く
、
Ⅱ
本
史
を
学
ぶ
た
め
に
大
学
に
き
た
私
で
し
た
が
、
よ
り
広
い
視
野
で
学
び
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
栃
木
先
生
の
ゼ
ミ
を
選
び
ま
し
た
。
私
は
一
年
の
頃
、
ｎ
分
の
狭
い
考
え
に
凝
り
固
ま
り
、
持
論
を
正
当
化
す
る
た
め
の
対
立
意
見
批
判
し
か
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
双
方
の
相
違
点
を
認
め
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
私
は
栃
木
先
生
か
ら
学
び
ま
し
た
。
今
あ
の
当
時
を
振
り
返
る
と
、
栃
木
先
生
と
の
出
会
い
が
自
分
の
成
長
へ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
の
考
え
方
の
変
化
は
、
大
学
時
代
の
私
の
大
き
な
財
産
で
す
。
卒
業
前
に
先
生
は
私
に
「
考
え
が
柔
軟
に
な
っ
た
ね
」
と
い
う
言
葉
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
先
生
の
薫
陶
を
受
け
る
中
で
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
先
堆
が
与
え
て
く
れ
た
も
の
す
べ
て
を
栂
に
、
今
も
私
は
中
学
校
と
い
う
ｎ
分
の
選
ん
だ
舞
台
で
精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
き
っ
と
栃
木
先
生
は
、
私
だ
け
で
な
く
関
わ
っ
て
き
た
す
べ
て
の
人
に
、
私
に
し
て
く
れ
た
よ
う
に
優
し
く
諭
す
よ
う
に
接
し
、
良
い
方
向
へ
と
導
い
て
く
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
は
自
由
に
な
っ
た
恩師に贈る一一一一□葉 （
九
七
年
度
卒
、
社
会
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
前
田
友
之
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入
学
当
初
か
ら
東
洋
近
現
代
史
を
志
望
し
て
い
た
私
で
し
た
が
、
栃
木
先
生
が
授
業
で
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
言
葉
に
さ
ら
に
感
銘
を
受
け
た
の
で
す
。
「
歴
史
の
認
識
は
一
つ
で
は
な
い
。
今
あ
な
た
が
生
き
て
い
る
こ
の
時
代
も
歴
史
上
の
一
幕
な
の
で
す
。
起
き
た
事
柄
は
一
つ
で
す
が
、
そ
の
人
に
お
か
れ
た
状
況
・
見
た
人
の
捉
え
方
で
、
ま
っ
た
く
違
う
事
実
と
し
て
認
識
さ
れ
る
の
で
す
。
だ
か
ら
歴
史
は
過
去
の
こ
と
を
学
ぶ
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
を
生
き
る
た
め
に
学
ぶ
学
問
な
の
で
す
。
」
と
。
私
は
大
学
時
代
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
し
て
数
多
く
の
国
を
旅
し
、
ま
た
国
際
支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
参
加
し
、
文
化
や
思
想
に
触
れ
て
き
ま
し
た
□
そ
こ
で
は
様
々
な
歴
史
認
識
が
存
在
し
、
ま
た
意
見
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
□
そ
こ
に
お
け
る
私
の
思
想
の
根
底
に
は
、
「
生
き
た
歴
史
」
が
あ
り
ま
し
た
。
相
手
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
先
ず
相
手
の
意
見
を
聞
く
、
こ
の
柔
軟
な
考
え
方
を
持
て
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
は
今
を
生
き
る
ア
ジ
ア
の
若
者
と
意
見
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ｎ
ｌ
ｎ
ｍ
奔
放
な
ゼ
ミ
｜
期
生
と一一一一口えます。
時
間
を
ｎ
分
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
体
に
気
を
つ
け
て
次
の
舞
台
で
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。
（
○
六
年
度
卒
中
学
校
教
諭
）
私
の
大
学
時
代
に
お
い
て
、
栃
木
教
授
と
の
出
会
い
は
あ
ま
り
に
大
き
い
栃
木
利
夫
先
生
を
送
る
栃
木
教
授
と
の
出
会
い
植
田
香
織
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
研
究
テ
ー
マ
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
決
め
る
な
ど
、
各
人
の
興
味
を
尊
重
し
た
形
で
常
に
私
た
ち
を
優
し
く
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
栃
木
教
授
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
体
に
気
を
つ
け
て
、
新
た
な
場
で
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
（○六年度卒）
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